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MBTコンソーシアムからのご連絡

https://readyfor.jp/projects/mbt-filmfes

第2回MBT映画祭観覧申込のお願い

3000円から
寄附できます

MBT難病克服キャンペーン
クラウドファンディングのお願い

＜12/1  MBT公開講座「MBT活動進展報告」＞

・細井理事長がMBTを着想して18年、MBT研究所とMBT
コンソーシアムの設立以来6年が経過して、200社を
超える会員企業と共に、MBT活動は、医学を基礎と
するまちづくり、新産業創生、社会貢献活動にまで
拡大し、国内から海外にまでも広がりつつあります。

・このタイミングで、12月1日に細井裕司理事長より
改めてMBTの活動意義を、また梅田智広MBT研究所
研究教授を中心としたMBTリンクの最先端技術を紹
介するMBT公開講座を奈良医大で開催しました。

・特に、細井理事長からは、大学を取り巻く環境変化
や文部科学省の国策の変化などの具体的事例を紹介
しながら、今後は大学の存在感を高める努力が必要
であり、その取組としてMBT活動で大学の差別化を
図る経営戦略の紹介がありました。

・また、梅田研究教授からは、超高齢社会、一極集中
社会、医療介護費の増大の我が国の状況にあって、
その解決策として、人々が意識することなく個々人
のバイタルや生活環境データを、安価で取得し、適
切な健康維持アドバイスをフィードバックするMBT
リンクシステムの長年の研究成果や最新の開発実証
状況が紹介されました。

2つの主題で講演
① “なぜMBTを推進するのか”（細井裕司理事長）
② “国も注目し始めたMBTリンクの進展”（梅田智広研究教授）

・そして昨今、そのMBTリンクシステムの優位性が、
デジタル技術やAIを駆使してヘルスケアの国策を
検討中の自民党国会議員団の注目するところにも
なり、今後のさらなる発展が期待されます。

（上）会場風景
（下）講演の細井裕司理事長、梅田智広研究教授

・本MBT公開講座は下記URL、
QRコードから視聴できます。

https://youtu.be/Zvgzxo-eiig

https://readyfor.jp/projects/mbt-filmfes
https://youtu.be/Zvgzxo-eiig

